
P2P上で情報共有をおこなうための情報管理機構の構築
大塚　雅史 † 　　　　　　 上原　貴夫 ‡

東京工科大学大学院工学研究科 † 東京工科大学コンピュータサイエンス学部 ‡

1 はじめに
近年の飛躍的なコンピュータ技術の発展と，ネットワー

ク環境の整備により Peer To Peer(以下 P2P) という通
信形態に対する可能性に期待が高まっている．P2P は
MP3形式の音楽ファイル交換用アプリケーションソフト
Napsterの登場により注目を集めた．P2P は負荷の分散，
設備コストの削減など多くの利点があり，様々な分野に
おいてその可能性が注目されている．
本研究では P2Pネットワークをもちいた情報共有をお
こなうためにシステムを提案する．P2Pネットワーク上
で情報を共有した場合，端末が自由に情報の送受信をお
こなうために，情報漏洩といったセキュリティ上の危険が
ある．さらに，単に情報を P2Pネットワーク上で共有す
るだけでは効率の良い情報共有とはならない．そこでそ
れらの問題点を解決し P2Pネットワーク上で効率よく情
報を共有するために，本研究ではサーバによる情報管理
機構を構築することで，情報の管理とユーザの管理を実
現し効率の良い情報共有と，セキュリティの向上を図る．

2 情報共有支援システム
本研究で提案する情報共有支援システム [1]は，Hybrid
型P2Pネットワーク上において情報を共有する．P2Pで
は共有する情報は各ピアの記憶領域において保持し，サー
バでは共有情報の管理をおこなう．共有情報はカテゴリ
ごとに分類し管理し，ユーザの検索効率の向上を図る．
各ピアが P2P ネットワーク上で共有される情報を取

得する際には，必ずサーバに接続し各ユーザが取得でき
る情報を示したカタログを入手する．それざれのユーザ
がサーバに対して必ず接続することで，サーバにおける
ユーザの管理をおこなう．カタログには入手することの
できる情報のみが記されているため，情報への不正なア
クセスや第三者による情報の取得を防ぐ．本研究で提案
する情報共有支援システムの概要図を図 1に示す．

3 情報管理機構
P2Pネットワーク上で情報を共有するため，情報は各

ピアの記憶領域において保持される．そのため共有され
ている情報について一元管理することは難しい．しかし，
情報共有という観点から考えると P2Pネットワーク上で
どのような情報が共有されているのかを管理者が管理で
きる機能が必要である．よって，提案するシステムでは
サーバ上に情報管理機構を構築し情報を管理する．情報
の管理はピアにおいて生成されるメタデータをもちいる．
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図 2 共有情報の蓄積・管理部の概要図

メタデータにはファイル名，情報の作成者，更新日時，要
約文，要約文生成日時，発信者 ID，アクセス制御コード
などを属性として付加する．
情報の管理は，アクセス制御コードを利用してユーザ

ごとのファイルへのアクセス制御，要約文を利用してカ
テゴリ分類による情報の整理との二点についておこなう．
本研究で提案する情報の蓄積・管理部の概要図を図 2に
示す．

3.1 アクセス制御

本研究では共有する情報に対してアクセス制御をおこ
なう．アクセス制御をおこなうためにメタデータにアク
セス制御コードを属性として付加し，ユーザからファイ
ルへのアクセスを制御する．
ユーザが情報を取得するためサーバにアクセスした際

に，サーバにおいてそのユーザが取得可能な情報につい
てのメタデータを抽出し，生成したカタログをユーザに
対して提供する．ユーザはカタログに記された情報から
取得したい情報を選択する．P2Pネットワーク上から情
報を取得するのに必要な情報は，ユーザが情報を選択し
た際にサーバから取得する．

3.2 文書分類器

本研究ではサーバにおいて情報をカテゴリごとに分類
し情報を管理する．情報を分類するために各ピアにおい
て生成されたメタデータに含まれる要約文を利用する．カ
テゴリごとに情報を分類することで，ユーザの検索効率
の向上が見込める．また，情報がカテゴリごとに分類さ
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れているため，ユーザが求める情報だけでなくカテゴリ
内の他の情報も同時に閲覧することができる．これは求
める情報だけでなく，カテゴリ内の情報も付加情報とし
て利用することができる．これにより共有する情報が過
去に利用され情報提供者にとっては価値の薄れた情報で
あったとしても，他者に再利用されることで情報として
の価値が高まる可能性が生まれる．カテゴリ分類ではク
ラスタリングの手法をもちいる．クラスタリングはデー
タ解析手法の 1つで，データの集合をクラスタに切り分
け，それぞれのクラスタに含まれるデータが共通の特徴
を持つようにする．

4 要約文生成手法
本研究では共有する情報の対象を文書情報としている

ため，サーバでの情報管理をおこなうのに，共有する情
報から要約文を生成しもちいる．要約文はユーザがネッ
トワークに対して情報の共有を許可した際に生成される．
生成した要約文はメタデータに付加しサーバに登録する．
重要箇所の抽出は主に単語の重みを指標としてもちい

る．本研究では単語に対する重み付けには TF-IDF法を
もちいる．TF-IDF法は単語の重み付けをおこなう場合
には一般的にもちいられる手法である．しかし，出現頻
度をもちいて計算しているので文書の長さによって精度
に差が出る．そのため，出現頻度を正規化し文書長の長
さによる影響を少なくする必要がある．また，TF-IDF
法は高い精度で計算するためには大量の文書が必要にな
る．これらの問題点をふまえると TF-IDF法の結果のみ
を利用して要訳文を生成するには，精度の点において問
題がある．よって本研究では TF-IDF法に加えて情報利
得比 [2]の考え方を導入する．情報利得は単語が指定さ
れたカテゴリにとってどれだけ特徴的であるかを示す．

4.1 情報利得比

情報利得比 [2]はクラスタの分割構造に対してえられ
る値でクラスタの分割の際に毎回算出される．情報利得
比とは本来，決定木学習システム C4.5 において属性選
択をおこなうために導入され，C4.5 ではある属性の決定
木の分岐におけるテストとしたときに，その属性がどれ
くらい適切にクラスの出現を予測できるかを表す尺度と
してもちいられている．本研究では属性ではなく，クラ
スに対応する単語の評価値として情報利得比をもちいる．
Ci を Cの部分クラスタとすると，クラスタ Cにおける
単語 wの情報利得比 gainr(w,C)は式 (1)により求める．

gainr(w,C) =
gain(w, C)

splitinfo(w,C)
(1)

情報利得比を語の重要度にもちいた場合には，出現頻
度分布についてクラスタの下位分岐構造との整合性が高
い語ほど重要度が高くなる．つまり，クラスタを特定で
きるような語の情報利得比は高くなり，クラスタを特定
するには難しい語の情報利得比は低くなる．

4.2 要約生成結果

表 1は TF-IDF法による計算結果，表 2は情報利得比
を組み込んだ場合の計算結果から上位 10単語を示す．計

表 1 TF-IDFによ
る計算結果
順位 抽出語

1 急増
2 安心
3 事件
4 公民館
5 合同
6 施設
7 守る
8 集ま
9 増やし
10 進めて

表 2 情報利得比に
よる計算結果
順位 抽出語

1 急増
2 安心
3 事件
4 公民館
5 不安
6 施設
7 守る
8 容疑者
9 捜査
10 子供

算結果を比較すると TF-IDF法のみで重要語を抽出した
場合は，「集ま」，「増やし」など文書を要約する上であま
り重要でない考えられる語を含んでいる．しかし，情報
利得比を組み込み計算した場合には，上記で示したノイ
ズが除去されている．このことから TF-IDF法のみをも
ちいた場合よりも情報利得比を組み込んだ場合のほうが，
重要語の抽出においては精度を向上させることができた．
要約文生成においてはこれらの単語を含む文書を抽出

し連結することで生成した．生成された要約文について
アンケートを実施した結果，要約内容に関してはおおむ
ね良いという意見が多かったが，文書長に関しては長い
という意見が多かった．また，文書中から重要文を抽出
し連結しているため，文書としてのつながりを欠いてし
まう部分があった．
上記の文書長と文の整合性の問題については，要約内

容を加味しつつ，重要語により文書中から重要文を抽出
し要約文を生成する過程のアルゴリズムを検討する必要
である．

5 おわりに
本稿では P2Pネットワーク上での情報共有における，

サーバでの情報管理機構の概要を述べ，実装した要約生
成手法について述べた．要約生成では文書中からの重要
箇所の選定については，TF-IDF法と情報利得比を組み
合わせることで，ノイズが減少しおおむね満足いく結果
がえられた．しかし要約文を生成した場合，生成された
要約文の文書長が長くなるという傾向が見られた．文書
長については要約内容を加味しながら，重要語からの要
約生成法を検討する必要がある．
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